
第 1回 寺舗套。償鋳等で明国から爆義乙る !掟員100名、先着順】

発達障害の基礎知‐識と支援―のポイント
2019年 2月 9日 (土)14時～15時 45分 (受付13時 30分～)
講 師 : 局木 一 江 (横浜市中部地域療育センター所長 児童精神科医)
司 会 : 目戸 由刈 (種模女子大学/子育て支援センター)
発達障害の人たちが、成人期l_安定して生活していくためには、幼少期から生きる力(ライフスキル)を身に́Dけることが大切です。

欧米では、自然なかたちでライフスキルの習得を促すための実践や技法開発が進んでいます。学校 保育の現場で使える、
発達障害の特性理解をら、まえた関わりの工夫やコツについて、横浜市やり|1崎市の学校教育や就労支援で実践的なチーム医療を
展開されている高本先生からお話しいただきます。

雛心國 濃諄蓼裏瞼,ライ,スキル支援のポイント【定員100名、先着順】

晰藤蜃鰈心橿腋丈炉馴晰軋詈
2019年 3月 2日 (上)14時～15時 45分 (受付13時 30分～)
講 師 : サ|1口 信雄 (前横浜わかば学園教諭 進路専任)
司 会 : トート・ガーボル (稲模女子大学/子育て支援センターセンター長)
発達障害の人たちへの青年期のライフスキル支援では、自分の強さと弱さの両方を理解し(自 己理解)、 ETlつたときiこ人に相談するスキルを持つことが

大切です。発達障害の高校生が通う横浜わかば学園では、独自に開発した3年間のカリキュラムを通して、事業生全員が就労を継続しています。

その礎をつくったり:1口 先生から、全国どこでも通用するエッセンスについてお話しいただきます。

第 1回、第 2回の

申込方法 :「参加希望の回(第 1回または第 2回 )Jと、参加される方の

をご記入のうえ、次の0～③のいずれかでお申し込みくだ:
②申込専用フォーム れttps://goo gi/fo「 ms/5o3PcSIZ2

0郵送 〒2520383神 奈川県櫂模原市南区文京21-
申込締切 :【第 1回】2月 8日 (金 )締切 【第2回】3月 1圏 (金 )締 t
問合せ先 :相模女子大学連携教育推進課 電話 042-8135055/E― mail kosodateshe10mat12 sagami― wu acip

相模原市発達障害支援センタ=`相模女子大学子育て支援センター合同企画  共催 :相模原市教育委員会

―嘔雙 爾睾麒嘔かけでな咤こと―

4月 2日 :ま「世界自開症啓発デー」です。相模原市発達障害支援センターでは毎年、
この臓に向けて講演会を開催 し、発達障害への理解促進を図つています

第3国 相模原市発達障害啓発講演会 鍵員300名、先着順】
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第 1回 =第 2国会場
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～人生を見通した準備と選択～

2019年 3月 23園 (土)13時 30分～16時 30分 (受付12時 30分～)
講 師 :志 賀 摯1-(社 会福祉法人横浜やまびこの里 相談支援事業部 部長 )
志賀発生は、全国の知的障害や発達障害の方の調査研究に従事し、近年では特に高齢期の実態と必要なサポーHこついて

研究されています。そうした知見もも、まえた大変貴重なお話をお聴きするチャンスです。人生のライフイベントをふまえて、
どのような一生を送ることが望ましいのか?各時期においてどのようなサポートが必要なのか?発達障害のある人の一生を
取り上げながら、考える機会になると思しヽます。 (協力:相模原市自開症児 者ヽ親の会)

申込み先 :相模原市コールセンター 電話 042-770-7777(8時～21時 年中無体)
申込期間 :2019年 3月 1日 (金 )～ 3月 22日 (金 )
問合せ先 :相模原市発達障害支援センター

電話 042756-8411(直 通)月 ～金(祝口除く)8時 30分～17時

第3国会場 相模原市

あ じさい会館
」R相模原駅南口から
バスで「市民会館前 J
下車すぐ

または「市役所前」
下車徒歩1分

講演会当日には…相模原市自開症児・者親の会による「作品展示コーナー」

市立図書館による F発達障害に関する書籍の紹介コーナー」も設けます 1
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